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サッシの窓枠につくったコアシナガバチの

巣 約 5 CFrl

ニホン

樹の巣

ミiソ ノヾチと

ヨウシュミツバチ

と巣箱

発生E三二_J  多い

アシナガバチ類は都′しヽでも普通に見

られます。肉食で、樹木や庭本の害虫

駆除 |こ活躍 している益虫ですが、驚か

せると人を攻撃します。

生態

普通 :こ見られるの 1まフタモンアシナ

ガバチ、セグロアシナガバチ.コ アシ

ナガバチなどです.軒下や生垣、樹本
などいろいろな≧ころに巣を作ります。

攻撃
′性は強くありませんが、うっかり

触ったり、巣にいたず島したりすると

刺されます。特に盛夏から初秋にかけ

ては1国体数が増え、1た濯物と一緒に取

り込まれたりします。

ミツパチは農業上の益虫ですが、つ

まんだりすると刺さf■ます。

飼青されるのは、ヨウシュミツバチ

ですが、多摩の山にはニホンミツパチ

も生府tしています奮

鋳除

巣を取り除くのが最良で、初夏のこ

ろまでの小さな巣のうt―・に除去するの

がコ ソ`です。夜、ハチカゞ活rllを 停 llじ

ている間にスプレー式の殺虫剤を吹き

付けます。大型の業の場合は専Fl家に

頼むのが無難です。

フタモンアシナガバチ 体長約 15 mm


